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報告内容について 

題名 国文学研究資料館における資料の収集・保存・公開と研究に

ついて―原本資料を中心に― 

概要 １．国文研は博物館ではなく、展示活動を事業の中心に置い

ていない。そのため展示に多くの予算を割くことができず、

資料購入の予算枠もなく、通常の原本購入費や科研費・研究

費等で買った資料を展示にも使っているのが現状である。 

２．国文研では現在、主に研究プロジェクトの成果を発表す

る年数回の展示と、日本古典籍概説に当たる年 1 回の「和書

のさまざま―書誌学入門―」展を行っている。来年度から、「和

書のさまざま」をリニューアルして常設展化し、その展示換

え期間を使って年2～3回程度の特別展示を行う形に改める方

針である。その際、「和書のさまざま」をこれまでのような入

門・概説展示にとどめず、日本の古典籍について総合的体系

的に考えるきっかけを与え、今後の日本古典籍書誌学のある

べき方向を示すような展示にすることを提案したい。国文研

が長年行ってきた資料調査の成果を踏まえ、新しい「書物の

学問」を構想し学界や一般に向けて発信して行くことは、国

文研にふさわしい仕事である。 

 


